
　琉球新報は 10 月 3 日、 「沖縄に新中距離弾配備」 と報

じました。 今年 8 月の中距離核戦力 （INF） 廃棄条約の

破棄を受けてアメリカは、 ロシア、 中国が射程に入る新型

の中距離弾道ミサイル （つまり核ミサイルだ！） を今後 2

年以内 （２０２０年末から２１年） に、 沖縄を含む日本各地

に配備する計画を立てています。

　これは昨年から続く米中貿易戦争のような経済戦争から、

軍事も含めた市場 ・ 資源の奪い合い、 保護主義へのエス

カレートです。

「新冷戦」のなかの日本、沖縄

　「沖縄に新中距離弾」 というニュースは、 沖縄で大問題

になっています。

　沖縄に核ミサイルが配備されるということは、 いざ戦争が

始まってしまえば各国から攻撃の標的になるような、 戦争

の最前線基地なると

いうことです。 今で

さえ大きい基地負担

も、さらに増大します。

　太平洋戦争下の沖

縄戦では４人に１人

が亡くなりました。 今

も、 辺野古新基地建

設に反対する闘いが

沖縄民衆で粘り強く闘われています。 今回の配備計画は、

沖縄民衆の 「基地も戦争もいらない」 という思いを、 今ま

で以上にさらに踏みにじるということに外なりません。 絶対

に許せない！

　しかも琉球新報によると、 沖縄に配備されるのは１９４５年

8月 6日にヒロシマに落とされたものを超える威力の新型核
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弾頭ミサイルです。

　市場 ・ 資源のために再び核戦争を繰り返そうというので

しょうか？

　さらに、 配備対象となる地域は、 日本だと 「沖縄と、 北

海道を含む本土が対象」 とされ、 ロシアは配備された地域

に 「そこにロシアのミサイルが向けられる」 とまで明言して

います。 日米安保、 安保法制下によって、 結局どこまでも

アメリカの戦争に日本も加担していくということです。

学生は戦争反対だ

　「なぜ学生自治会は戦争に反対するのですか？」　という

質問が学生から寄せられています。

　その回答は、 学生が太平洋戦争に加担した負の歴史の

教訓から、 学生こそが戦争を止める声を上げようと考える

からです。

　戦前戦中、 治安維持法を代表とする様々な弾圧によって

大学から戦争反対の声を上げることが困難になった中で、

学生は学徒動員や軍事研究に動員されていきまし

た。 戦後の大学は、その反省の上に立ち 「反戦」 「国

家ではなく人類のための学問」 を掲げて再出発した

のです。

　しかし現在はどうでしょう？　2004 年国立大学法人

化以降、 全国の大学で予算が減らされ続け、 その折

に乗じて防衛省が高額の軍事研究制度を開始してい

ます。１５年当初総額3億円の予算規模を17年には、

100 億円超の規模へ急増させています。 研究費が削減さ

れ続けている学者を軍事研究に 「誘導」 する、 という 「研

究者版経済的徴兵制」 ともいわれる構造が作り上げられま

した。

　今行われている大学改革、 管理教育は戦争に向かって

突進する安倍政権の改憲と軌を一にした攻撃です。

社会を変える主体になろう！

　大学が公然と軍事研究をするようになって良いのでしょう

か？　今こそ学生は社会を変えるために立ち上がろう！

　11 月 3 日には東京 ・ 日比谷野外音楽堂にて、 全国労

働者集会が行われます。 日本だけでなく韓国やアメリカ、

世界中の労働者が来ます。 国際連帯の力で戦争を止めよ

う！　労働者 ・ 学生は社会の主人公です！　改憲 ・ 戦争

阻止に実力決起して社会を変革しよう！

１１．３労働者集会の詳細はコチラ！→

拡声器規制問題に関する公開討論会

第二回開催決定！

日時：10 月 22 日　14 時開始

場所：東区民文化センター

広島市は被爆 75 年を迎える 2020 年の平

和記念式典に向けて、 会場周辺での拡声

器使用を規制する条例を作ろうとしていま

す。 第二回の討論会では、 広島市政の在

り方はもとより、 ヒロシマの平和運動の現状と

課題について討論していきたいと思います。


